
 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

                      

    

 

 

 

 
 
 
 
                        ＣＳ隊以上は式典に参加        ＢＶは櫓の上で踊りました 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 

子供の成長はいろいろとモノや 
生き物に例えられます。 

この前ネットで子供の成長はア 
サガオに似ているという記事を読 
みそうなんだと・・・皆さんにご 
紹介させていただきます。 

 
子供の成長と、アサガオの栽培 

はよく似ている。 
水と肥料のやり過ぎは、根腐れ 

を起こします。 
芽を無理やり引っ張ると、プチッと切れてしまう

から適切な支柱を立ててやる事が大切。 
支柱を立ててやりさえすれば、アサガオは勝手に

クルクル巻きついて伸びていきます。 
支柱とは何かというと、「方向性」。親自身がどう

いう生き方をするか、ハッキリ明確だったら子供は
そこから学び取り、それを真似していくんです。 
我々自身が、自分に上手に水と肥料のやり方を覚

えていたら子供にも上手にそのように出来るという
訳です。 
でも、変な所で先端を摘み取ってしまうと、脇か

ら芽が出て 
（脇から芽が出るにも、建設的な方に楽しみを見

いだせれば良いのですが）  
予想外にねじれた方向に進んでしまったりするの

です。 
ボーイスカウト活動が何を子供達に与えてあげら

れるか？きっとこれもアサガオの栽培と同じではな
いかと思います。 

私達できる事はとても小さな事だとはおもいます
が子供達が強い根を張り元気よく蔓が天高く伸びる
お手伝ができえればいいなぁーと願っております。 

 
＊この原稿はカブ隊からの依頼で２０１５年夏舎営に向

けて保護者へのあいさつ文で用意したものですがらしんば

んでご紹介いたしました。

いつもお世話になっている祐天寺さんの盆踊り、今年でな

んと８１回目にもなるんですね！！ 

 今年も 7 月 16 日（木）・17 日（金）・18 日（土）に開催されま

した。当日は毎日朝から雨模様の天気でしたが無事に開催

することができました。 （さすが祐天寺！？） 

 盆踊りにはスカウトや保護者が様々な形で参加したり、協

力させて頂いております。 

祐天寺盆踊りは規模が大きいく大勢の方々が参加され

るので、参加者へのサービスや安全対策のため地域あげ

て協力しています。我が１団でも、スカウト・指導者が来場者

の自転車整理をおこなったり、保護者が給水サービスや場

内放送でお手伝いをしました。 

 

 〜祐天寺み魂まつりをお手伝いして〜 

今年の盆踊りはカブ隊の保護者が盆踊り実行委員会に出席し準備をすすめてき

ました。当日はボーイ隊、カブ隊、ビーバー隊の保護者の有志がお手伝いをしまし

た。 

 私は 17 日の担当でした。心配された雨も降らず比較的涼しい風もある絶好の盆踊

り日和。余裕を持って家を出たのですが、祐天寺の交差点手前あたりから歩道にも

人があふれていて思うように歩けない状態でした。集合場所の祐光殿ホールの中に

着いたときには集合時間ぎりぎりとなってしまうほどでした。 

 お手伝いの内容は麦茶の接待と迷子の対応、盆踊りの司会進行役など。その場で

分担してそれぞれの持ち場で活動しました。麦茶の補給では、中村上人のマニュア

ルの地図を片手に本部や書院、消防団のテントなど各所を廻りました。本部では迷

子も 1 件ありましたが、あっという間に親御さんが見つかって安心しました。 

 いつもお世話になっている祐天寺さんにお手伝いという形でお返しできたこと

と、子どもたちがお祭りという非日常の場を楽しんでいるのが見られてお手伝いを

して良かったです。あらためてボーイスカウトの活動が奉仕の心と地域との関わり

で成立しているんだなと実感しました。       CS 保護者 森島樹子 
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 カブ隊の舎営は８月 13～16 日の 3 泊 4 日で埼玉県の

啓明荘（民宿）において「忍たま学園最終章・後継者選

抜合戦」として実施します。  

7 月 12 日の隊集会、隊長のもとに 1 年間修行をしてき

た忍たま学園の学園長からスカウト全員宛ての手紙が届

きました。 

その内容は、学園の後継者を決めたく、後継者となる

意志のある者は自分がかつて修行した地に来てほしい、

というものです。スカウトたちは参加の意思を表明し、

夏季舎営に向けて始動しました。 

 ビーバー隊は 8 月 15～17 日に西湖において２泊

３日の「サマースクール」を行います。参加は自由

ですが、スカウト 11 名全員参加する予定です。 

7 月 19 日に『サマースクール準備＆水鉄砲大会』

の隊集会をおこないました。 

サマースクール準備は、リュックに T シャツ・ズ

ボン・靴下・タオルを入れて持参し、ゲームを通し

て出し入れの練習、制服・チーフの脱着の練習をし

ました。スカウト同士手伝いながら、なかなか上手

にできました。その後、水鉄砲大会でずぶ濡れにな

りましたが、着替え持参で安心です。 

 ボーイ隊は 8 月 13 日～16 日に夏期野営 7 月 12 日にカ

ブと同じ埼玉県の啓明荘（民宿）の野営地でキャンプをお

こないます。 

7 月 12 日に夏期野営の資材整理を行いました。野営に

向けて、自分達が期間中使う資材を点検し、不足や破損な

どを確認しました。 

今年は様々な事情により泊数が減った分、普段よりもス

カウトの技術の向上を目指して行こうと思っています 

 ベンチャー隊は 8 月 15 日～20 日に「夏は冒険」をテ

ーマとして佐渡島一周の移動野営を行います。 

 7 月 11 日に野営章の講習会としてテントを始め野営に

必要な用具の取り扱いなどを学びました。 

これが移動野営においても役に立つことを期待します。 

7 月 5 日の団委員会に於いて・・・・・・ 

日頃の活動に何かと 

お世話になっている 

祐天寺さんにお礼の 

印としてお中元を 

贈らせて頂きました。 

 

父母会長から   

   ご住職へ 

盆踊りの会場で育成会がお菓子の販

売をしました。団委員長とＶＳ隊父

母が担当し、なかなか苦戦しながら

も工夫を凝らして完売したそうで

す。 


